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「三重の文化振興方針」の成果と課題 

 

（１） 広げる・高める（人と人、活動の交流の中で、文化を広げ高める） 

（成果） 

・ 県民が多様な文化芸術にふれ親しみ、また優れた成果を発表する場を提供 

・ 文化団体活動への助成や文化に関する顕彰などを実施 

・ 図書館、博物館等が「文化と知的探求の拠点」としての機能を高め、公演や

展覧会等を通じて、高い芸術性や本物の文化にふれる機会を提供 

・ 所蔵する資産等を広く活用し、移動展示などのアウトリーチ活動にも注力 

（課題） 

・ 県民、特に次代を担う子どもたちが多様な文化にふれ親しむ機会を一層提供

することにより、創造力やコミュニケーション能力のある人材を育成する必

要がある 

・ 「みえ文化芸術祭」については一層の認知度向上が求められる 

・ 文化活動助成や顕彰については県民への一体的なメッセージに欠ける 

 

（２） 守る・伝える（地域の自然と歴史・文化遺産、生活文化を保存、継承する） 

（成果） 

・ 国史跡斎宮跡の調査等を通じて、地域の歴史学習やまちづくり活動を支援 

・ 斎宮歴史博物館では、各種展覧会に加え県内外での広報活動を実施 

・ 調査・研究の成果を踏まえて、斎宮跡東部地区の整備に着手 

・ 県史編さん事業については、３０巻３６冊の内２１巻２７冊を刊行 

・ 歴史的・文化的に価値の高い公文書を収集・選別し、保存 

（課題） 

・ 斎宮跡は全国でも例のない史跡であり、調査の継続・発展が必要である 

・ 東部地区整備は、保存・継承だけでなく、観光振興・地域の活性化にもつな

げるため、積極的な広報と、地域と連携した活用策の検討が必要である 

・ 県史編さんは、執筆依頼や資料の整理等を的確に行いながら、未刊行の巻に

ついて、進捗度の高い巻の編さんを集中的に進める必要がある 

 

（３） つながる・発信する（日本の他地域や世界とつながる） 

（成果） 

・ 子どもたちを対象に、県の施設や文化団体と連携して文化体験事業を実施し、

受け入れた学校側からも高い評価 

・ 三重大学と連携して県内の歴史文献データを収集 

・ 県立博物館、教育委員会と連携して古文書調査人材を育成 
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・ 地域の歴史資料の散逸防止等を支援するため、市町とのネットワークを構築 

・ 三重の文化情報を総合的に発信し、ホームページのアクセス数が大きく増加 

・ 日本まんなか共和国等他府県との広域連携の中で、文化分野の連携・交流を

促進（「奈良県立万葉文化館、島根県立古代出雲歴史博物館、斎宮歴史博物

館の文化交流協定」の締結(H25.3)） 

・ 「俳句のくに・三重」を県内外に広く発信するため、全国俳句募集を実施 

（課題） 

・ 文化ボランティアの育成、ニーズ把握等、学校との情報伝達を適切に行う仕

組みづくりが必要である 

・ 情報コンテンツの整備とともにインターネットを活用することにより、三重

の多様な文化の魅力を効果的に発信する仕組みをさらに充実させる必要が

ある 

・ 従来からの取組を継続しているもののねらいが不明確になっている事業に

ついて検証を行い、抜本的に見直す必要がある 

 

（４） 創造する・生かす（未来に向けて、今を生きる私たちの文化を創造し、くら

しやまちづくりに生かす） 

（成果） 

・ 県の施設や文化団体、教育委員会と連携して、小中学校での文化体験事業を

実施し、学校・保護者からも高い評価 

・ 伝統芸能やオペラなどの公演と事前の学習講座、図書館の関連書籍等の紹介

を組み合わせ、県民の関心をより高める取組の定着 

・ 歴史街道やまちかど博物館等、地域の文化資源を生かしたまちづくりを支援 

・ 県民文化祭に「新分野展示」部門を創設（2007～2009） 

・ 自殺防止対策の啓発事業と文化会館事業のタイアップ 

・ 全国俳句募集事業にあたり三重ブランド等の食材生産者等が協賛 

・ 県内の歴史街道散策マップ情報を観光局に提供 

（課題） 

・ 新たな文化の創造・発展につながる取組や施策をつなぐ取組はあるものの、

全体としての成果が見えにくいことから、それぞれの取組を連携させ、効果

的に実施することにより、新たなみえの文化の創造につなげる必要がある 

・ 施策の連携は事業担当者ベースで、かつ経験を蓄積しているレベルにとどま

り、全体としては脆弱である 

・ 施設・文化団体だけでなく市町、学校、業界団体等幅広い関係者との関係を

構築する必要がある 

・ 各部が所管する施策との連携を進めるとともに、その成果を共有できる仕組

みが必要である 
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（５） 支える（文化振興の取組を支える） 

（成果） 

・ 総合文化センターは、指定管理者制度の導入による効率的・効果的な施設運

営、質の高い事業展開が行われ、施設稼働率、顧客満足度で全国屈指の水準

を維持 

・ 文化会館では、県民のニーズに応えた公演など幅広い取組を、生涯学習セン

ターでは、多様化・高度化する県民ニーズに応えた学習機会の提供を、図書

館では、新しい改革計画「明日の県立図書館」の取組を、美術館では美術に

対する県民の関心をより高める多彩な企画展示を実施 

・ 「源氏物語」などの共通テーマの下で各拠点の専門性を活かす展示・体験事

業を、民間の有識者等と連携して実施 

・ 各施設の機能充実と相互の連携を図るため、施設連絡会議を継続的に開催 

・ 文化団体等の活動を活発にしていくための情報共有の仕組みづくりを支援 

・ 施設、設備の機能を保ち安全に利用できるよう、所要の修繕を適切に行うと

ともに、経年劣化による故障や事故を予防するための改修を実施 

（課題） 

・ 県立の各文化施設が中核的な拠点としての機能を一層強化する必要がある 

・ 施設間の情報共有は進んだものの、連携の取組は広がっていないことから、

連携を一層推進する必要がある 

・ 県立図書館は、より多くの県民の学習活動を支援するため、市町等と連携し、

引き続き、県全体の図書館サービス向上を目指す必要がある 

・ 文化団体等の活性化のため、関係者相互の情報共有が適切になされるよう、

側面から支援していく必要がある 

・ 老朽化に対応するため、総合文化センター以外の施設についても長期的な維

持管理計画が必要である 

・ ソフト事業の財源としてきた文化振興基金が２６年度には枯渇する見通し

であり、抜本的な対策が必要である 


